
 砂の影 

 

 

古戯都十全 

 

 

 

 

数千年の昔より干からびた砂を湛えた砂漠に 

吹き込んだ風が砂を盛り上げ新たな砂丘を形作る 

風に削られてできた砂の窪みの一角に 

蠍が一匹現れ砂丘を登り始めてその影を砂に映す 

 

蠍が砂丘の頂に達するとき 

旅の老人が一人、砂丘の麓に現れる 

あてどなく砂漠を走る風により 



俯いた老人の目に蠍の影が触れる 

 

老人は 古
いにしえ

にこの砂漠を支配した民族が建てた塔の所在を蠍に問う 

蠍は、塔がこの砂の下に沈んですでに千年がたつ、と言う 

老人は言う、残りの人生をかけてその沈んだ塔の行方を追う 

 

蠍は役目を終えて砂の中に沈み込む 

老人は砂丘の影となった窪みに横たわり 

その一生で初めての休息をとる 


